
沖縄地域社会ビジョン大学院 2021

共に学びチャレンジする

第10期 受講生募集

社会を変える本気の座学



コロナ禍の危機に対応できる地域づくり

那覇市繁多川公民館の実践から学び、提案する

沖縄式地域円卓会議で共有した、

コロナ禍の社会課題解決に向けた企画提案

沖縄の業種・分野・世代の垣根を超えて学び合う
短期集中【オンライン】プログラム

2021年9 月8 日（水）～11 月10 日（水）

ダイジェスト動画 本編動画

2021年4月に行われた沖縄式地域円卓会議で繁多川地域のコロナ禍の課題が共有されました。
コロナ禍の社会課題を解決する企画提案をチームに分かれて行います。
円卓会議は、ダイジェスト動画、本編動画どちらもYouTubeで公開しています。

https://youtu.be/L6BT9YjXpbg
https://youtu.be/L6BT9YjXpbg
https://youtu.be/L6BT9YjXpbg
https://youtu.be/L6BT9YjXpbg
https://youtube.com/playlist?list=PLCpGstaOzIBBFXYeFcoEnyE_5n-C3MSS4
https://youtube.com/playlist?list=PLCpGstaOzIBBFXYeFcoEnyE_5n-C3MSS4
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繁多川地域への
企画提案

• 各チームで設定した繁多川地域の地域
課題の解決を促す企画案をつくってい
く。

• ゼミの回数は6回（企画最終発表を含
む）。

• ビジョン大学院のOBOGが企画アドバ
イスとして参加予定。
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Curriculum カリキュラム・講師陣

10/13

10/20

11/10

10/27

9月8日（水）
19:00-21:00

入学式
ゼミ1

9月15日（水）
19:00-21:00

地域課題の探求
-繁多川地域の課題を学ぶ-

南 信乃介
那覇市繫多川公民館館長
NPO法人1万人井戸端会議代表理事

講義1

9月22日（水）
19:00-21:00

問題設定
ゼミ2

9月29日（水）
19:00-21:00

社会を変える市民になる
シチズンシップ論

川中 大輔
シチズンシップ共育企画代表
龍谷大学社会学部准教授

講義2

10月6日（水）
19:00-21:00

インタビュー
ゼミ3

10月9日（土）
9:00-12:00

地域づくり現場での
ファシリテーション

宮道 喜一
NPO法人まちなか研究所わくわく
事務局長

人を動かす企画

平良 斗星
公益財団法人みらいファンド沖縄
副代表理事

講義3

10月13日（水）
19:00-21:00

企画づくり
ゼミ4

10月20日（水）
19:00-21:00

地域づくりの
資金調達事例と
ファンドレイジング

知念 忠彦
なは市民協議会

講義4

10月27日（水）
19:00-21:00

中間発表
ゼミ5

11月4日（木）
19:00-21:00

地域住民の想いに
寄り添う
プロジェクトマネジメント

高野 大秋
社会福祉法人那覇市社会福祉協議会
在宅福祉課 課長

講義5

11月10日（水）
19:00-21:00

最終発表・修了式
ゼミ6



受講生の声

８期生

金城理佳さん
(相談支援専門員)

これまで自分の目の前の事でいっぱいだった私。講師の方を始
め、立場や年齢を超えた仲間達が、わが町のことをこんなに真
剣に一生懸命考えている事にビックリ！
短期間で「地域課題」解決のためのプロセスをしっかりと伝え
てもらったことで、「まちづくり」という広い視点から見る事
の大事さ、「地域課題の共有が出来る」仲間作り、人作りの大
切さに気づくことができました。この学びがいつの日か共に生
きる人達の幸せ作りに繋がると嬉しいです。

８期生

中村勇斗さん
(会社員)

ビジョン大学院に通う前は、仕事を一人で抱え込み、うまくい
かないことが多くありました。家庭、職場、地域…関わる人が
多いほど問題は複雑になり、一人での解決は難しい。
ビジョン大学院のゼミでは、チームで地域の課題解決に挑戦し
ます。仲間との議論や講義を通して、一人では見えなかった問
題解決への糸口が少しずつ見えてきます。
みんなで力をあわせれば道が開ける。日常生活や仕事にも活か
される貴重な経験が出来ました。

７期生

城間恵理子さん
(福祉職)

７期生

嶺井利宣さん
(行政職員)

１期生

金城隆一さん
(NPO法人代表)

私は「ニート」「ひきこもり」「障がい者」への支援を行う
NPOを2011年に設立した。活動する中で「想い」だけでは組
織が進んでいかない違和感を感じ大学院への受講を決めた。受
講し大きく変わったことが２つある。1つはNPOのミッション
を達成するためには「想い」だけでは共感は得られないことを
学んだ。２つ目は一緒に学んだ多様な活動家たちとの出会いで
ある。受講を迷っておられる方、ぜひビジョン大学院で素晴ら
しい講師陣や社会活動家たちと出会ってみてください！

３期生

呉屋真心さん
(教職員)

私は沖縄に移住結婚して沖縄に来ることになって、以前県外で
出会った方にお声掛けいただいて受講しました。得られたこと
として「家でもない、職場でもない、3番目の場所が出来た」
という感覚です。普段から地域に関して感じていることはある
けど、友人や職場仲間とはそんな話題は話さない…という中、
ビジョン大学院で出逢った講師の方々や受講生仲間とは、年齢
も分野も経験も違ってもフラットに話が出来ましたし、違う角
度からの視点も教えてもらえて、大変刺激になりました。

2017年の春ごろ、私は仕事で壁にぶつかり悩んでいました。
年甲斐もなく学生に戻った気分で、毎日わくわくしながら会場
に向かう9週間でした。企画づくりの際には、講師の方々やＯ
Ｂ、ＯＧの皆さまから頂いた適格なアドバイスに、当時の私た
ちはかなり悩まされましたが、今ではそれが思考の基礎となり、
自分自身の行動指針として役立っています。
また、地域課題の解決にはチームで取り組むことや、共感を広
げていくことの重要性を学ぶことができました。

受講のきっかけはズバリ！「私にはない発想を持った人たちと
学べる環境に自分を置きたい！」と思ったからです。
受講によって得られたことは、中でも「視点を変えて物事を見
る」ようになりました。これは、講師陣の講義効果はもちろん
ですが、年齢や職種も幅広い受講生と共に学ぶ中で得られた、
とても貴重な収穫だと思います。ある講師の「人は意識すれば
キャッチする情報量が増え、行動することで目的に近づく」と
の言葉に、改めて自分自身と向き合う機会を得ました。



募集対象

・沖縄の地域社会に関心を持ち、行動したいと考える方や課題解決の手法に悩んでいる方
・企業や組織内で地域のニーズに合わせた事業を展開したい方
・NPOや企業と連携したいと考える行政職員
・次の事業展開を考えたいNPO職員等

募集内容

期 間 2021年9月 8日（水）～ 11月 10日（水）

会 場 オンライン会議システム（ZOOM）

コース

修了要件
5講義のうち3講義以上受講、かつ6回ゼミのうち4回以上ゼミに出席した方に本大学院の終了証を授与いたしま
す。

申込み方法と期日 2021年 9月 6日（月）
右記のQRコードからWEBにアクセスの上、お申し込みください。

お問合わせ

事 務 局
住 所
TEL&FAX
担 当
E - M a i l
U R L

：特定非営利活動法人まちなか研究所わくわく
：〒902-0065 沖縄県那覇市壺屋1-7-5 民衆ビル4F
：098-861-1469
：宮道（みやじ）・金城・下地
：office@machiwaku.com
：http://www.machiwaku.com/

第10期募集概要

全課程コース

5の講義と6回のゼミを通して、「問題設定力」「企画力」「ネットワーク力」
を磨き、地域課題を解決する企画提案を行います。
※全カリキュラム受講できることを原則としています。

受講料 25,000円（30名）
※OBOG割：本大学院修了生の推薦
枠。 22,500円（4名）。
※学生割：専門学生、大学生を対象と
し、運営補助を行いながら受講します。
10,000円（4名）。

https://peatix.com/event/2713980

https://peatix.com/event/2713980
https://peatix.com/event/2713980


沖縄地域社会ビジョン大学院は、2021年が記念すべき第10期となり、開講当初から「社会を変

える本気の座学」を通して、講座、ゼミ、フィールドワーク等を行ってきました。また、「問題

設定力」「企画力」「ネットワーク力」の３つを柱に受講生の皆さんと学びを深め、講師や

OBOGを含めた人的ネットワークを構築してきました。

一方で、2020年から新型コロナウイルスの世界的なパンデミックにより、ライフスタイルの変

化や多くの社会課題が浮き彫りになっています。

そのような状況の中、沖縄式地域円卓会議「アフターコロナの繫多川公民館を考える地域円卓会

議」にて共有した地域課題をテーマに、コロナ禍の課題に向き合う「那覇市繫多川地域」を具体

的なフィールドの場として、地域の危機をどのように乗り越え対応しているのかを学び、受講生

の皆さんと一緒に企画提案を行う実践プログラムをオンラインにて実施します。

コロナ禍だからこそ得られる新しい学びの場を、共に創っていきましょう。

本協議会は、本大学院の開催趣旨に賛同くださる企業、行政、NPO、大学等様々な分野で活躍されている委

員で構成された民間の任意組織です。

宮里大八（沖縄市経済文化部観光振興課主幹）、平良斗星（株式会社エフエム那覇会長）、佐藤学（沖縄国

際大学教授）、岩田直子（沖縄国際大学教授）、平中晴朗（なは市民協議会）、安慶名豊美（行政職員）、

知念忠彦（（医）天仁会 天久ヒルトップ施設長）、中村勇斗（会社員）、平良光弥（行政職員）、小阪亘

（（公財）みらいファンド沖縄代表理事）

【主催】沖縄地域社会ビジョン大学院運営協議会

【協力】NPO法人1万人井戸端会議、公益社団法人沖縄県地域振興協会

【後援】NPO法人まちなか研究所わくわく

学長あいさつ


